
Central Japan Startup Ecosystem Consortium
サポーター制度

当地域のスタートアップ企業に対して積極的な支援を行う企業を認定し、サポーター企業の見える化、
サポート内容の明確化を図ることで、サポーター企業とスタートアップ企業間の連携を促進するもの。

１．サポーター制度の趣旨

２．対象事業者
当地域のスタートアップ企業に対し、無償、独自又は新設された優遇サポートを提供可能な法人格を有
している企業又は団体。
（なお、ベンチャーキャピタルについては国、地方自治体等の事業と連携しているものに限る。）

３．スタートアップへのサポート内容
・情報発信、会費割引、人材派遣などの事業活動に係る支援
・実証実験フィールドやコワーキングスペースなど場の提供に係る支援
・スタートアップとの協業に対する相談窓口設置などの協業に係る支援
・メンタリングに係る支援
・マッチングに係る支援 等
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サポーター企業マッチング実績：10件

（令和３年１２月～）



Central Japan Startup Ecosystem Consortium
サポーター制度

SUPPORTER 31社・団体（令和４年３月末）

（令和３年１２月～）



参加者数１,２７３名

Aichi-Nagoya Startup Ecosystem Consortium 主催イベント➊
大学、経済界、愛知県、名古屋市の報告会などを
一堂に会したイベントを初開催！



Aichi-Nagoya Startup Ecosystem Consortium主催イベント❷

・日 時 令和3年11月29日
・場 所 ナゴヤイノベータズガレージ及びオンライン
・参加者 ２８０名

第１部 基調講演
「2050年カーボンニュートラル社会に向けた世界の動向

『COP26現場レポート』」
三重大学特命副学長（環境・SDGs) 朴 恵淑 氏
第２部 パネルディスカッション

「我々はイノベーションを通じたカーボンニュートラル社会を提案する」

[モデレーター]
三重大学特命副学長（環境・SDGs) 朴 恵淑 氏
[パネリスト]
株式会社ユーグレナ 代表取締役社長 出雲 充 氏
株式会社デンソー 執行幹部(フェロー)・技術企画部長 川原 伸章 氏
名古屋大学 大学院工学研究科化学システム工学専攻教授 則永 行庸 氏
三井住友信託銀行 フェロー役員

チーフ・サステナビリティ・オフィサー 金井 司 氏

「環境とイノベーションの未来」



NAGOYA
INNOVATOR’S GARAGE

NAGOYA INNOVATOR’S GARAGE（ナゴヤ イノ
ベーターズ ガレージ）は、中部圏のこれからを盛
り上げるイノベーションの起源として多くの機能
を兼ね備え、同じ志を持った人々が集い、イノ
ベーションを生み、世界を変える発想をもたらす
場所です。

拠点施設・交流の場
産学官の連携による都市の環境・繋がりの構築



NAGONO CAMPUS
旧那古野小学校をリノベーションし生まれ変わっ
た「なごのキャンパス」。「ひらく、まぜる、う
まれる～次の100年を育てる学校～」をコンセプ
トに、起業家・ベンチャー企業の育成を目的とし
た名古屋の新しいインキュベーション施設。

拠点施設・交流の場
産学官の連携による都市の環境・繋がりの構築
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Demo Day
マッチングイベント

PRE-STATION Ai 85
Members
（2022.6）STATION Aiが開業するまでの間WeWorkグローバルゲート名古屋内に「PRE-STATION Ai」を運営。

統括マネージャーのメンタリング、集中支援プログラム、勉強会等によりスタートアップの成長を支援。
統括マネージャー

中島 順也
ディープコア

田中 正樹
SBイノベンチャー

山内 耕平
SBイノベンチャー

篠原 豊
エンジェル投資家

田中 仁
ディープコア

左 英樹
ディープコア

コミュニティマネージャー

森 博愛
ソフトバンク

山本 有里
MTGベンチャーズ

和田 吉弘
ソフトバンク

篠田 周作
ソフトバンク

拠点施設・交流の場
産学官の連携による都市の環境・繋がりの構築



Aichi-Nagoya Startup Ecosystem Consortium
地方自治体・民間組織・大学の取組



Important 4 Concept

卓越した次世代型教育を受けた
人材の輩出

ディープテックを活かした共創・
オープン化による社会実装・
社会課題解決

海外ネットワークの拡大・深化と
求心力の強化

ベンチャーファイナンスの仕組みを
構築
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Aichi-Nagoya Startup Ecosystem Consortium



海外のスタートアップ支援機関によるナレッジシェア

Expansion

Early

Later

Seed

▶ Aichi China  
Innovation Program

▶あいちスタートアップキャンプ

▶ Smart Sustainable City 
Co-Creation Challenge
（Singapore）

▶PRE-STATION Ai

▶あいちスタートアップ
創業支援事業費補助金

▶新あいち創造
研究開発補助金

▶ A2 Online 
readiness 
program

そ
の
他 外国人創業支援

▶ あいちスタートアップビザ

▶ INSEAD Innovation Program

▶ Accelerate Aichi by 500 Global

▶ A2 StartupProgram

▶スタートアップ
海外開支援プログラム

▶ Aichi-Startupビジネス
プランコンテスト

▶ Aichi China Innovation
Program

▶あいちマッチング
▶あいちスタートアップ

制度融資

▶新型コロナウイルス
感染症対策新サービス
創出支援事業費補助金

▶あいちパートナーVC 

▶▶▶ J-Startup CENTRAL

▶ NAGOYA Movement

▶ NAGOYA BOOST1000

▶ Hatch Technology
Nagoya

▶ NAGOYA CONNECT

▶ ▶グローテックナゴヤ

小学生・中学生

コミュニティ形成
▶ NAGOYA CONNECT

▶▶なごのキャンパス

▶▶ナゴヤ
イノベーターズ
ガレージ ▶内閣府アクセラレーション

プログラム

▶ 名古屋市スタートアップ
企業支援補助金

起業家育成
高校生 大学生

▶小学生起業家たまご塾 ▶中学生スタートアップ
１DAY,３DAY

▶▶高校生スタートアップ
創出促進事業

▶ Tongaliプログラム

総合支援拠点
活動場所提供

海外展開 創出/育成
オープンイノベーション

スタートアップ誘致 資金調達

▶キッズ・ジュニアプログラム

▶ビヨンド ザ ボーダー

▶▶中部圏オープンイノベーションピッチ

▶ IGES

▶名古屋大学内インキュ
ベーション施設

▶ OICX

教員・研究者

産学官が連携
し、スタート
アップの成長
段階に応じて
支援

＜令和３年度＞
全５２事業
１０２億円

予算額
4,382百万円
※融資を除く。

Aichi-Nagoya Startup Ecosystem Consortium
地方自治体・民間組織・大学の主な取組（令和4年6月）

▶ J-Startup

▶地方自治体の取組
▶民間組織の取組
▶大学の取組

▶ SXSW学生派遣

▶愛知県大学対抗ハッカソン” ”Hack Aichi”

▶小中高生起業家精神育成事業

▶新あいち創造産業
立地補助金（Cタイプ）

▶ STATION F, Paris & Co, IMT Atlantique, Bpifrance, 
テキサス大学オースティン校, 清華大学, 上海交通大学, 浙江大学, 
シンガポール国立大学

▶ ▶スタートアップサポートコミュニティ

▶ 名古屋市スタートアップ
集積補助金

イントレプレナー教育
▶ Tongali▶ Tongali

▶ START

▶Idea Stoa

▶Z世代プログラム
▶ナゴヤスクールイノベーション事業
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